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【様式２－２】 

 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究 

実施方法等 

【類型Ⅰ】 

１．実践校について 

実践校名 
ちばだいがくきょういくがくぶふぞくしょうがっこう 

千葉大学教育学部附属小学校 

学科名 児童・生徒数 学級数 

 

 

 

 

639 名 

 

19学級 

（うち帰国学級１学級

含む） 

  

 

２．実践研究の対象 

  第４学年 （ 104 名）    ３学級 

    第５学年 （ 105 名）    ３学級 

 

 

３．実践研究の実施経過 

４月    大学における防災組織の調査や千葉市・各区における避難所運営委 

      員会の調査・取材 

 ５月    プログラム・指導案等の検討（教科部会・プログラム実行委員会） 

            ・評価方法の検討（教科部会・プログラム実行委員会） 

            ・関係者への授業協力依頼 

 ８月    関係者との打ち合わせ・単元計画・指導案の立案 

       ※計画では，避難所運営委員会の開催を予定していたが，コロナウィルス 

感染拡大により，オンライン交流会という形にすることとした。 

９～11月  第４学年単元計画・指導案等の決定（教科部会・学年部会）授業実践・第５

学年本再検討 

12月    第４学年の事後検討，第５学年プログラムの再検討 

           ※教育実習が延期になるなど，コロナウィルス感染拡大により，学生の入 

構が制限されたため，授業記録ならびにアンケートの補助員を動員する 

ことはできなかった。 

１月    第５学年授業実践，第１年次のまとめ，冊子作成開始 

２～３月  第１年次のまとめ・来年度への課題 
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４．実践研究の実施体制 

 

 

 

５．教育委員会等として取り組んだ内容 

「国立大学法人千葉大学災害対策規程」第 11 条に次のような記述がある。 

「第１項 学長は，地方公共団体からあらかじめ近隣の住民の緊急避難場所として指定

された施設の提供の要請があったときは，これを提供するものとする。第２項では，学長

は，前項のほか，地方公共団体から緊急避難場所として施設の提供の要請があったときは，

可能な限り当該施設を提供するものとする。第３項では，部局長は，近隣の住民が緊急避

難してきた場合には，一時的に当該部局の適当な施設を緊急避難場所として提供すること

ができる。第 4 項では，前項により緊急避難場所として提供した場合には，部局長は直ち

に学長に報告し，指示を仰ぐものとする。」 

この規定によれば，千葉大学は，災害時には近隣地域住民の緊急避難場所として施設を

提供するとともに，地域住民の受け入れを行うことになる。その際，子どもたちは地域住

民とともに避難活動を行うことになる。 

本プログラムは「防災教育」を１つのキーワードとし，大学とその周辺に住む大人と児

童をつなげて，大学構内や通学路で起こり得る地震や豪雨といった災害時の課題を教材と

して開発するものである。また，その教材は，児童が住む行政区での災害時の課題解決に

もつながるものと考える。そのため，千葉大学との連携を図り，プログラムの開発にあた

った。 
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【様式２－３】 

 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（概要） 

 

【類型Ⅰ】 

実践校名：千葉大学教育学部附属小学校 

 

研究主題 

社会とつながる児童の育成 

～ICTを活用して地域とのネットワークづくりを実現する防災教育～ 

 

 

主題設定の理由  

本プログラムに取り組むにあたり，社会科部で議論したことは，児童にとっての「実社 

会との接点」をどこに求めるべきか，ということであった。議論の末，それを，「地域社

会に生きる大人」とすることとした。児童にとって地域の大人との関わりは，コミュニケ

ーション能力や共生感を育むことに最も適している。また，地域にあいさつができる大人

がいる，知っている大人がいるという安心感は，児童に地域への愛着を持たせることにも

つながる。しかし，現代社会では，都市化や家族の変容，ライフスタイルの変化などによ

って，児童が地域活動に参加したり，大人と直接かかわったりする経験は減少の一途をた

どっている。特に本校は，広域学区となっており，学区においてもそれぞれの移住地にお

いても，地域の大人と関わることは難しい。このような，地域社会との関係の希薄化は，

本校に限ったことではなく，都市部に住む児童なら同様に持つ課題であろう。本校のよう

に，学校所在地の周辺地域と自らが居住する２つの身近な地域を持つ児童が，自分の学校

のまわりや生活する地域がどのような地域なのか，どのような人々が共に生活しているの

か，またその人々と自分はどのような関係性（つながり）があるのかを相対的に認識した

上で，自分はどのように生きていくべきか，を深く，丁寧に学習していけるようなプログ

ラムが，求められているのではないか。 

本プログラムでは，自分やみんなの命にかかわる「防災教育」を１つのキーワードとし，

第４・５学年の２学年を段階的につなげるものとして設定した。新学習指導要領では，第

４学年に自然災害を学ぶ単元が新設された。千葉市は，東日本大震災で液状化の被害が，

また，近年には豪雨の被害などがあった。しかし，多くの児童は，自然災害の経験はない。

そこで，本実践では，千葉市の防災基本計画にも教訓的に位置づく，熊本地震を教材とし，

ICT を活用して，被災地の大人との交流も試みることとした。被災地の大人にその経験を

学びながら，地域の大人と共に協働する学習の経験は，自然災害や地域社会を知ることに

とどまらず，児童のよりよい社会を形成する力を育むことにも大いに寄与するであろう。 

あわせて，本プログラムを通して，子どもたちは，「自分も地域の一員である」という自

覚や地域に対する帰属意識を持ち，様々な社会の課題に対して「みんなが幸せな地域社会

とは？」と問い続ける一歩となると考える。 

児童と大人をつなぐ手立てとして，防災における課題を共に考えていくネットワークづ
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くりの場として，場所を選ばず，多くの大人と児童がつながることができる ICT の有効な

活用法についても考えた。本校においても，今年度からは，端末が１人１台支給された。

これまで培ってきたオンライン学習のノウハウを活用し，GIGAスクール構想の一助にもな

れば，と考え，本主題を設定した。 

 

概要 

 ○ICTを活用し，熊本地震の経験を教訓的に学びながら，自然災害における「避難所」の 

課題を児童と地域の大人が協働で考える地域ネットワークづくりを実現するプログラ 

ムの開発 

 

学習プログラムの主な内容 

① 自然災害について課題をもち，東日本大震災での千葉県の被害について調べる 

【社会・４時間】 

   オンライン学習期間であったため，同期型と非同期型を組み合わせて，自然災害の

種類や被害の概要をまとめたり，東日本大震災時の旭市の津波被害等を調べたりした。 

 ② 災害時の関係機関のはたらきや，地域や千葉市の備えについて調べる 

【社会・３時間】 

   災害時には，関係機関が協力して対応することや今後想定される災害に対し，地域 

や社会が様々な備えをしていることについて，千葉市防災担当のОさんから話を聞い 

た。 

 ③ 千葉市の防災基本計画にある熊本地震について調べる中で，災害時の避難所に課題 

意識をもつ                         【総合・５時間】 

   今後想定される災害に対し，千葉市が熊本地震の経験を教訓的に学んでいることに 

着目し，熊本地震について調べる。 

 ④ 地域の大人と協働し，附属小をよりよい避難所にするにはどうしたらよいか，考え 

しおりにまとめる                     【総合・１０時間】 

   熊本地震での避難所生活に着目し，自分たちの学校が避難所になった時どうあれば 

よいかを，熊本県御船町の職員さんや地域の方々と共に考えまとめる。 

 

学習プログラムの成果の概要 

 ○本プログラムに取り組んだことにより，第 4 学年「社会科学習における自然災害の学

習を軸とした防災教育プログラム」を作成することができた。 

○ICT 機器や一人一台端末のオンライングループウェアを最大限活用してプログラムに

取り組んだことにより，資料や発表スライドの共有が容易になり，授業以外の時間に

も進んで学習に取り組む姿が見られるなど，児童の ITスキルや情報活用能力の向上に

寄与した。 

 ○緊急時に様々な立場の人々が，身を寄せ共生する「避難所」を教材としてプログラム

に取り組んだことで，児童は自分の学区地域に住む人に関心をもつとともに，その人

たちについて多角的に考える力を育んだ。 
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【様式２－４】 

 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（内容） 

 

【類型Ⅰ】 

実践校名：千葉大学教育学部附属小学校 

【第４学年】 

学習活動①自然災害について課題をもち，東日本大震災での千葉県の被害について調べる

【社会「自然災害から人々を守る」オンライン授業３時間】 

 

 ○自然災害の種類を確認し，自分たちが経験した自然災害について話し合う。 

 ○第３学年で学習した地図記号を想起して，何の地図記号か予想する。 

  

 

 

 

 ↑2019年３月に制定された自然災害 

伝承碑 

 

 

 

 

 

○千葉県旭市の津波被害の画像を見て話し合う。 

〇東日本大震災における千葉県内の被害状況について調べる。（オンライン課題） 

 

 

 

 

 

 

地理院地図 / GSI Maps｜国土地理院

https://maps.gsi.go.jp/#11/35.720421/140.646591/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_all&disp=11&lcd

=disaster_lore_all&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m 

https://maps.gsi.go.jp/#11/35.720421/140.646591/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_all&disp=11&lcd=disaster_lore_all&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/#11/35.720421/140.646591/&base=std&ls=std%7Cdisaster_lore_all&disp=11&lcd=disaster_lore_all&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
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学習活動② 災害時の関係機関のはたらきや，地域や千葉市の備えについて調べる  

【社会オンライン授業１時間・対面授業２時間】 

○東日本大震災時の動画から，自然災害が起きた時の関係機関のはたらきについて 

 学ぶ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇災害時の備えについて，教科書や副読本を利用して調べる。 

 学校，地域，市役所の視点で災害への備えについて調べる。また，家庭での備えについ 

て話し合う。特に，市役所では安心メール，ハザードマップの作製等の備えをしてい 

ることを調べたうえで，千葉市の防災基本計画に着目する。 

〇千葉市の防災基本計画に着目して，どのようなことが書かれているか予想する。 

〇千葉市危機管理部防災対策課Оさんによる出前講座（Zoom利用）を行い，千葉市の防災 

について知る。 

↑Zoomによる出前講座の資料の一部 

〇Оさんの話から，災害時には，「自助・共助・公助」の連携が大切であること，熊本地震

への職員派遣によって，防災基本計画に変更した箇所があったことなどを知る。 

↑オンライン授業に使用したパワーポ 

イントを利用した板書 
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学習活動③ 千葉市の防災基本計画にある熊本地震について調べる中で，災害時の避難所 

に課題意識をもつ。    

【総合・５時間】 

〇熊本地震を伝えるニュース動画から，どのような地震がおきたのか話し合う。 

 

〇熊本地震の被害の概要から，震災関連死について知り，その原因について話し合う。こ

こでは，関連死の死因などには触れず，原因の第２位である避難所の生活に着目できるよ

うにする。 

 

〇震災関連死の原因の１つに，避難所での生活があることに着目し，どのような生活なの

か，予想する。 

 

〇熊本地震を経験したＴさんの避難所生活のインタビュー記事（別紙参照）を読み，避難

所は何が大変かを話し合う。 

 

〇話し合う中で，「誰にとって」何が，大変かに着目し，避難所を多角的に考える。 

 

〇避難所には，長期滞在のできる「避難所」と，一時的に避難する「避難場所」があるこ

とを知る。「避難場所」では，避難者がいても，きまりによって避難者を移動させなくて

はいけないことがあったことを知る。 

 

〇千葉大学も避難場所であり，緊急時は避難所にはならないことを調べる。 

 

〇住民の方たちの，千葉大学を緊急時の避難所にしてほしいという願いを知る。 

願いを学校近くの町会の方や千葉大学まちづくりサークルＤｒｏｐｓさんの声として子

どもたちに伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

学習活動④ 地域の大人と協働し，附属小をよりよい避難所にするにはどうしたらよいか， 

考えしおりにまとめる。 

【総合・１０時間】 

〇避難所に対する疑問や課題について，熊本地震で対応を 

した御船町役場山下さんと話し合う。Zoomを利用し，オ 

ンラインで熊本県御船町とつなぐこととした。（ICTの 

用については別紙参照。）児童には，端末を使ってメモ 

をとってもよいこととした。 

 

〇山下さんと話し合ったことをまとめ，地域の人たちと交 

流する。Zoom を利用することで，大学の教室や地域の集 

会所，地域の方のご自宅を一度につなぐことができた。 

 この交流会で，児童は地域の人々が避難所に対してどの 

ように考えているのかを知った。 

 

〇山下さん，地域の人との Zoom交流会の後，附属小学校 

をどんな避難所にしていくべきか話し合った。熊本地震   

 の教訓から，学びと避難が両立する，ということが児 

 童の願いとなった。 

                  

〇熊本県御船町が作成したしおりをもとに，グルー 

プにわかれてしおりを作成する。 

 

〇しおりを作成する中で出てきた質問やアドバイス 

が欲しいことをまとめて，まとめの交流会を行  

う。 

 

〇千葉大学の防災担当の方を招き，しおり完成の発  

表会を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑児童が書いたメモ書きの一部 

↑Zoomでの交流会のようす 

↑どのような避難所にしていくべきかを

考えた授業板書 

↑時間割係が考えたしおりの目次 
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↑空いたスペースが着替えや授乳に使え

るからと掃除を始めた児童 

↑一人一台端末を利用して，資料を共有

して作成 

↑多目的室の黒板を掲示板代わりにして 

情報を共有 

↑学ぶ場所と避難者が

使う場所をふり分けた

地図 

→千葉大学の防災担当

者からしおりの総括を

していただく 
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【第５学年】 

学習活動① 自然災害時における自身の経験を想起する 

【総合「避難訓練を考えよう」１時間】 

 

〇自分自身がこれまで経験した自然災害やその際の体験について想起する。 

〇これまでに体験した自然災害や，被災した際の状況について友達と意見交換を行う。 
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学習活動② 日本で起きた自然災害や，その対策について理解する 

【社会「自然災害を防ぐ」４時間】 

〈１時 地震災害〉 

〇地震が起きる場所や被害を減らすための対応について調べる。 

〇それぞれが調べてきたことを共有し，理解する。 

〈２時 津波災害〉 

〇津波の発生原因や被害を減らすための対応について調べる。 

〇それぞれが調べてきたことを共有し，理解する。 

〈３時 風水害〉 

〇風水害の発生条件や被害を減らすための対応について調べる。 

〇それぞれが調べてきたことを共有し，理解する。 

〈４時 火山の噴火や大雪〉 

〇これまでに学習したもの以外に起こりうる自然災害を，国土の自然条件と関連付けて調

べる。 

〇それぞれが調べてきたことを共有し，理解する。 

 

学習活動③ 自分たちの区で起こる災害を想定し，避難訓練の計画を立てる 

【社会「自然災害を防ぐ」７時間】 

〈１時 自分の住む区で想定される自然災害は〉 

〇これから大きな地震が起こることが予想されることを知り，自分たちに影響を及ぼす自

然災害について考える。 

〇出てきた意見を共有し，自分たちの区で起こりうる災害や想定される被害等について考

える。 
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〈２時 地方公共団体の取り組み〉 

〇想定される被害に対して，県や市，区がどのような対策をとっているか考える。 

〇調べたことを共有する。 

〈３時 自分たちにできることは〉 

〇県（市）の防災担当に，自分たちの想定した被害と，その対策についてインタビューす

る。 

〇県や市，区の対策だけでなく，自助や共助の大切さに気付き，何が求められるかを考え

る。 

〈４・５・６時 避難訓練を考える〉 

〇様々な自然災害や，それにより想定される被害を踏まえ，避難訓練の計画を考える。 

〇同じ区の友達と共有し，情報を精査する。 

 

〈７時 県や市，各区の防災担当に提案〉 

〇作り上げた避難訓練の計画を発表する。 

〇それぞれの担当者から，意見をもらう。 
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【様式２－５】 

 

 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（成果と課題） 

 

【類型Ⅰ】 

実践校名：千葉大学教育学部附属小学校 

 

成 果 

①本プログラムでは，児童が地域の具体的な課題を自分との関わりの中でとらえることが

できるように，児童が住む千葉市の防災計画で，今後想定されている災害として教訓的に

位置づけられている，熊本地震を教材とした。実際に地震を経験し，避難生活を送った方

のインタビュー記事や教室と被災地をつないで行った交流会によって児童は，自分の地域

で，同じことが起こったら，と常に想像力を働かせながら，学習することができた。 

 

②③本プログラムでは，自然災害への対応や備えとして，「自然災害時の避難所」を教材

とし，「附属小を学びと避難が両立できる避難所にするには？」という課題を立てて，追

究する活動を行った。成果①にあるように，被災地の経験を教訓的に学んだことで，はじ

めは「避難所は，家族がいれば大丈夫。」と発言していた児童が，避難所を利用する立場

（高齢者が多い，外国人が住む地区がある，子どもの多い住宅地がある等）や避難所の在

り方（場所，時間，食事等）を多角的多面的に考えることができるようになった。以下は，

授業後の児童のふり返りである。 

・家族がいてもいなくても不便なのは変わりないと思います。段ボールは狭いし、食べ物 

もないし、お風呂も入れないからとても不便だし大変だと思います。さらに今起きたら 

コロナで避難所が密になって感染者も増えていくので、今起きたらさらに大変だと思い 

ます。家族がいない高齢者の人とかは寂しいし倍で悲しいし大変だと思います。 

・避難所生活はめちゃくちゃ大変だと思った。理由は自分ができることが自由じゃないか 

ら決められた時間に決められたことをやらないといけないだから大変だと思う。例えば 

風呂とかトイレとか（違うと思うけど）食事とかこういうのが制限されていると思うか 

ら。自分が休める時間がない寝る時もまた地震が来たらどうしようとか気が休まる時間 

がない。しかもこんなに大変なのに子供連れとか家族が多い人とかはめっちゃ大変だと 

思う。子供がやることに親がついていかないといけない。体が不自由な人も大変。 

・避難所の生活はすっごく大変だと思います。なぜなら、障害者の方で、（耳が聞こえな 

い・目が見えない）耳が聞こえない方だったりして、手話が出来る人がいなかったら、

毎回、筆談とかでやってすごく大変だと思う。その他にも、高田さんの様に、子供がい

る方だと、やっぱり、子供は、大人より我慢できないから、泣き出したり、して大変だ

と思う。 

・カップラーメンとおにぎりだけじゃ、おなかもすぐにすいちゃうと思うし家族がいれば 

大丈夫な気がするけどでもやっぱり大変…、アレルギーの人とかも食事が選べないから 

どうしたらいいかもわからないし食べ物アレルギーだけじゃなくて動物アレルギーの人 
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も大変....しかも勝手に涙が出てくるほど 

④本プログラムでは，教科等間の連携として，社会科学習の学びを自地域の課題に持ち込 

み総合的な学習の時間の探究活動につなげていけるよう，カリキュラムの連携をはかった。

また，今回の学びをいかした形で，第４学年と第５学年の自然災害学習における系統をは

かることができるよう，５年生のプログラムの検討を行った。このことで，社会科の学び

を自地域の課題につなげるカリキュラム・マネジメントの一案を作成することができた。 

 

⑤本プログラムでは，実社会との接点を「地域の大人」に求めることとした。また，地域 

の大人とどのようにつなげるか，を考えた時，講師としてご講演いただいた藤井千春先生

から「「対話的な学び」は，お互いが共通して分かること，わかり合おうとするつまり，

最適解の構築をめざしていく。それが対話的であるということである。友達に分かっても

らいたい。わかってあげたい。助けたいという感情。そういうことを育て大切にしていく

ことで対話的な力が育っていく。」というお言葉をいただいた。そこで，児童が地域の大

人を「共に，最適解の構築を目指す仲間」ととらえることができるよう，オンラインを活

用し，学生や地域の人々と話をする機会を多く取り入れた。児童は，この活動により，地

域に住む人々を「共に考え，課題をよりよい解決に導く人」ととらえることができた。以

下は，出来上がったしおりの発表会について聞いた，児童のアンケートである。 

・発表したいです！したほうがよいと思います。私たちはがんばってやっているけど，も 

っとたりないところとかをアドバイスをしてくれると思うからです。そういうことをい 

っぱい学んでこそ，さいこうの避難所になると思うから発表したいです。 

・発表したほうがいいと思います。なぜなら，みなさんにいってそれをさんこうに避難所 

がもっと快適になると思ったからです。しかも，発表すれば，またアドバイスをもらえ 

るかもしれないからです。 

  

（取組の工夫） 

 ○ オンラインを活用し，教室と外部を積極的につなぐ。 

 ○ 社会科の学び（千葉市の防災基本計画）を総合的な学習の時間の探究活動（熊本地 

震の経験を教訓的に学び，地域の避難所の課題）につなげる。 

  

 

（他地域でも参考となると考えられる点） 

○ 自然災害発生時の「避難所」はどの地域でも必要なものである。また，地域の学校

「避難所」として指定されていることも多い。実際に，学校が避難所になった時，地域

の人や市役所の人以上に児童の方が校内のことをよく知っていて，助けになった，とい

う話もある。自分たちの学校である「避難所」を教材とすることは，よりよい社会を創

る担い手としての児童を育成する一助となる。 

 ○ コロナウィルス感染症の拡大により，児童が校外に出かけたり，学校に外部の方を

呼んだりすることが難しくなっている。そこで，オンラインを活用することにより，い

つでもどこにいても外部とつながることが可能である。 
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課 題 

 

○本年度はカリキュラムを開発することが中心になり，児童の活動の見取りが十分に行え 

なかった。また，コロナウィルス感染症の感染拡大により，学生の補助員が校内に入る

ことが難しかったため，授業記録やアンケート調査などを十分に行うことができなかっ

た。次年度は，開発したプログラムで児童に育成される資質・能力を明らかにしたい。 

 

〇本年度は，社会科と総合的な学習の時間を連携させてプログラムを組んだ。次年度は理 

科や特別活動においても自然災害や防災教育という視点で連携の可能性を考え，位置づ 

ける必要がある。 

 

〇防災教育における実践例や先行研究についての見識が足りていない。来年度は，定期的 

に学習会などを設けるようにする。 

 


	実施方法等
	プログラム概要
	プログラム内容
	成果と課題

